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赤
十
字
奉
仕
団
員
の
救
護
訓
練
、
幼
稚

園
児
の
「
火
の
用
心
」
行
進
、
消
防
ク
ラ

ブ
の
消
火
訓
練
、
消
防
団
の
一
斉
放
水
な

ど
も
実
演
さ
れ
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
優
良
消
防
団
員

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　

▽
愛
知
県
消
防
協
会
長
表
彰　

善
行

章 
新
美
貴
弘
（
第
一
分
団
分
団
長
）
新
美

善
弘
（
第
二
分
団
同
）
鬼
頭
伸
彰
（
第
三

分
団
同
）
皆
川
光
治
（
第
四
分
団
同
）
片

山
健
児
（
第
五
分
団
同
）
▽
知
多
地
域
消

防
連
絡
協
議
会
長
表
彰　

功
労
章 
皆
川

貴
宏
（
第
三
分
団
班
長
）
山
口
高
志
（
第

四
分
団
団
員
）　

精
績
章 
舟
橋
洋
雅
（
第

一
分
団
部
長
）
渡
邊
哲
大
（
第
二
分
団
副

分
団
長
）
石
原
雅
文
（
第
三
分
団
団
員
）

竹
内
友
寿
（
第
四
分
団
同
）
▽
知
多
郡
消

防
団
連
合
会
長
表
彰　

精
勤
章 
森
暢
彦

（
第
一
分
団
団
員
）
上
田
公
彦
（
第
二
分

団
同
）
善
行
章 
鈴
木
孝
佳
（
第
一
分
団
団

員
）竹
内
稔
人（
第
三
分
団
同
）竹
内
聡（
第

四
分
団
班
長
）
新
美
浩
二
（
第
五
分
団
副

分
団
長
）
竹
内
裕
貴
（
第
五
分
団
班
長
）

　

一
月
八
日
、
阿
久
比
町
消
防
出
初
め
式

が
役
場
北
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
職
員
、
町
消

防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
、
英
比
小
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
、
ほ
く
ぶ
幼
稚
園
児
な
ど
が
参

加
し
、
来
賓
や
見
学
者
の
見
守
る
中
、
観

閲
や
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

▽
町
長
賞　

新
海
み
の
り（
南
部
小
５
）

▽
特
選　

舟
橋
ゆ
な
（
東
部
保
育
園
）
新

海
里
（
南
部
小
２
）
木
股
優
里
（
草
木
小

３
）
山
田
鈴
乃
（
藤
江
小
４
）
加
藤
大
貴

（
加
木
屋
小
５
）
杉
浦
智
大
（
成
岩
小

６
）
岡
部
友
梨
枝
（
阿
久
比
中
３
）
▽
秀

作　

山
田
大
誠
（
藤
江
小
１
）
山
内
慶
洋

（
南
部
小
２
）
成
田
妃
萌
香
（
東
部
小

３
）
阿
知
波
遼
（
南
部
小
４
）
山
内
優
綺

（
南
部
小
５
）
前
川
大
地
（
草
木
小
６
）

高
橋
芙
幸
（
阿
久
比
中
２
）

　

第
十
一
回
阿
久
比
町
書
初
め
大
会
が
一

月
五
日
、
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室
で
開
か

れ
、
町
内
外
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
百
五

十
人
が
書
き
初
め
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

年
齢
別
部
門
ご
と
に
課
題
が
決
め
ら
れ
、

今
年
の
干
支
の
「
い
ぬ
」
や
「
つ
よ
い
心
」、

「
明
る
い
未
来
」
な
ど
の
語
句
を
参
加
者

は
力
強
く
書
き
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

真剣に書き初めに挑戦する子どもたち

書き終えて一息する子どもたち

一斉放水を行う消防団員

消火訓練を行う英比小少年消防クラブ
出動人員報告をする団体の代表

�������

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）


